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17
年
度
予
算
案

　

２
０
１
７
年
度
の
政
府

予
算
案
の
審
議
が
国
会
で

始
ま
っ
た
。
一
般
会
計
の

歳
出
総
額
は
５
年
連
続
で

過
去
最
大
を
更
新
し
て
97

兆
４
５
４
７
億
円
に
上
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社

会
保
障
費
の
抑
制
を
強
め

る
中
身
と
な
っ
て
い
る
。

　

予
算
が
膨
張
し
た
主
因

は
、
軍
事
費
と
公
共
事
業

費
だ
。
軍
事
費
は
５
兆
１

２
５
１
億
円
（
前
年
度
比

１
・
４
％
増
）
と
過
去
最

高
を
更
新
。
５
年
連
続
増

の
大
盤
振
る
舞
い
だ
。
公

共
事
業
費
も
増
加
を
続

け
、
５
兆
９
７
６
３
億
円

の
高
止
ま
り
。
リ
ニ
ア
新

幹
線
の
整
備
や
イ
ン
フ
ラ

輸
出
に
も
前
の
め
り
に
な

っ
て
い
る
。

　

増
額
分
の

し
わ
寄
せ

は
、
社
会
保

障
費
に
及
ぶ
。
70
歳
以
上

の
高
額
療
養
費
の
月
額
上

限
を
引
き
上
げ
、
２
２
４

億
円
の
予
算
を
削
減
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
軽
減
措
置
を
縮
小

し
、
１
８
７
億
円
を
カ
ッ

ト
し
た
。
入
院
時
の
光
熱

水
費
の
自
己
負
担
増
や
介

護
保
険
料
の
一
部
値
上
げ

な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
削

減
額
は
１
４
０
１
億
円
に

上
る
。

　

社
会
保
障
費
削
減
で
捻

出
し
た
予
算
を
軍
事
費
と

公
共
事
業
費
に
回
す
―

似
薬
の
保
険
外
し
―
―
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
こ
と

は
重
大
だ
。

　

医
療
大
改
悪
は
ど
こ
へ

行
き
着
く
の
か
。
自
民
党

の
「
２
０
２
０
年
以
降
の

経
済
財
政
構
想
小
委
員

会
」
が
昨
年
10
月
に
公
表

微
な
リ
ス
ク
も
、
大
き
な

疾
病
リ
ス
ク
も
、
同
じ
よ

う
に
支
援
し
て
い
る
」
と

問
題
視
。「
自
助
を
促
す

自
己
負
担
割
合
の
設
定
」

と
「
公
的
保
険
の
範
囲
を

見
直
す
」
こ
と
を
明
記
し

た
。
会
見
の
場
で
同
委
員

を
全
額
自
己
負
担
に
す
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

経
済
的
な
理
由
で
医
療
ア

ク
セ
ス
を
拒
む
仕
組
み

は
、
皆
保
険
制
度
と
は
相

容
れ
な
い
。
国
民
の
命
と

健
康
を
あ
ま
り
に
も
軽
ん

じ
て
い
る
。

　

軍
事
費
と
公
共
事
業
費

を
聖
域
化
し
、
社
会
保
障

に
ツ
ケ
を
回
す
政
府
の
予

算
案
に
断
固
反
対
す
る
。

必
要
な
の
は
、〝
富
〞
を

た
め
込
む
大
企
業
に
応
分

の
負
担
を
課
し
、
国
民
生

活
を
支
え
る
経
済
財
政
政

策
へ
の
転
換
だ
。「
社
会

保
障
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
予

算
に
組
み
換
え
る
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
た
提
言
書
「
人
生
１
０

０
年
時
代
の
社
会
保
障

へ
」
に
は
、
同
党
が
考
え

る
医
療
制
度
の
一
端
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　

提
言
で
は
、
現
行
の
公

的
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

「
自
助
で
対
応
で
き
る
軽

会
の
小
泉
進
次
郎
委
員
長

代
行
は
、
風
邪
な
ど
の

「
小
さ
な
リ
ス
ク
は
自
己

負
担
に
す
べ
き
だ
」
と
ま

で
言
及
し
た
。

　

こ
の
考
え
方
に
沿
え

ば
、
将
来
的
に
初
期
の
う

蝕
や
軽
度
の
歯
周
病
な
ど

―
。
予
算
案
か
ら
は
そ
ん

な
構
図
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
政
府
が
今
後

も
、
▽
か
か
り
つ
け
医
以

外
を
受
診
し
た
場
合
に
一

定
額
の
窓
口
負
担
を
上
乗

せ
▽
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
の
２
割
化
▽
市
販
品
類

社
会
保
障
に
ツ
ケ
回
す
構
図

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
生
涯

研
修
「
歯
内
療
法
の
質
を
高

め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

は
」
を
２
０
１
６
年
12
月
11

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
。
阿
部
修
氏
（
東
京
歯

科
大
学
非
常
勤
講
師
）
が
講

師
を
務
め
、
１
１
９
人
が
参

加
し
た
。

　

阿
部
氏
は
、
根
管
治
療
後

４
〜
５
年
の
観
察
期
間
を
経

て
も
症
状
が
現
れ
な
け
れ

ば
、
歯
内
療
法
は
成
功
し
た

と
い
え
る
と
述
べ
、「
感
染

源
の
除
去
が
も
っ
と
も
重
要

で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

歯
内
療
法
の
成
功
因
子
と

し
て
、
①
死
腔
の
な
い
根
幹

互
洗
浄
が
有
効
と
し
た
。
た

だ
し
、
根
尖
に
気
泡
が
残
り

洗
浄
消
毒
が
不
十
分
に
な
り

や
す
い
と
し
て
、
注
意
を
促

し
た
。W

orkingLength

付

近
ま
で
細
いFile

を
挿
入
す

れ
ば
気
泡
が
抜
け
る
こ
と
を

　

「
訪
問
診
療
を
始
め
て
み

よ
う
か
」
と
い
う
先
生
や
、

既
に
始
め
て
い
る
会
員
の
悩

み
に
応
え
よ
う
と
、
大
阪
市

東
部
・
南
部
・
北
部
地
区

は
、「
さ
あ
始
め
よ
う
歯
科

訪
問
診
療
」
を
２
０
１
６
年

12
月
３
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
い
た
。
小
澤
力
氏
（
西

成
区
開
業
）
が
講
師
を
務

め
、
50
人
が
参
加
し
た
。

　

強
引
に
推
進
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
大
量
の
医
療
・
介
護
難

民
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
事

態
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

小
澤
氏
は
、
17
年
間
の
訪

問
診
療
で
試
行
錯
誤
し
つ
つ

蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹

介
し
た
。
訪
問
診
療
を
行
っ

て
い
る
こ
と
の
周
知
方
法

や
、
具
体
的
な
診
療
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
、
器
材
、
リ
ス
ク
回

避
、
一
部
負
担
金
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
。「
肩
肘
張
ら

ず
高
価
な
設
備
投
資
を
せ
ず

と
も
訪
問
診
療
は
可
能
で
あ

る
」
と
力
説
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
複
雑
な
診
療

報
酬
請
求
に
つ
い
て
も
医
療

・
介
護
保
険
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
、
参
加
者
の
疑
問

を
払
拭
し
た
。

　

小
澤
氏
は
、「
患
者
さ
ん

が
痛
み
か
ら
解
放
さ
れ
、
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
事
が

自
ら
の
喜
び
で
も
あ
り
、
患

者
さ
ん
と
幸
福
感
を
共
有
で

　

組
織
部
は
新
規
開
業
セ
ミ

ナ
ー
を
２
０
１
６
年
12
月
６

日
に
開
い
た
。
大
野
貴
志
氏

（
吹
田
市
開
業
）
と
㈱
ジ
ャ

パ
ン
デ
ン
タ
ル
の
春
藤
竜
也

氏
が
講
師
を
務
め
、
８
人
が

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

２
０
１
６
年
11
月
26
日
、
社

保
研
究
部
の
兵
頭
正
道
部
員

（
写
真
）
を
講
師
に
「
疑
義

解
釈
を
中
心
と
し
た
社
保
講

習
会
」
を
開
き
、
７
人
が
参

加
し
た
。

　

兵
頭
氏
は
、
２
０
１
６
年

４
月
以
降
に
発
出
さ
れ
た
疑

義
解
釈
通
知
か
ら
、
主
要
な

１
１
０
問
の
Ｑ
＆
Ａ
を
47
の

テ
ー
マ
に
分
類
し
、
要
点
を

解
説
し
た
。
特
に
、
ブ
リ
ッ

ジ
除
去
、
Ｐ
混
検
、
補
診
の

再
算
定
の
ル
ー
ル
変
更
を
中

心
に
、
詳
し
く
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ブ
リ

ッ
ジ
の
平
行
測
定
が
廃
止
さ

れ
形
成
加
算
に
な
っ
た
が
、

ブ
リ
ッ
ジ
か
、
そ
れ
と
も
単

冠
修
復
と
Ｐ
Ｄ
と
の
組
み
合

わ
せ
か
に
迷
っ
た
場
合
の
対

応
は
」「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
以
外
で
歯

周
外
科
手
術
が
再
度
必
要
に

な
っ
た
場
合
の
対
応
は
」
な

ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

参
加
し
た
。

　

大
野
氏
は
、
自
身
の
開
業

経
験
を
踏
ま
え
、
▽
新
規
開

業
は
立
地
を
重
視
す
る
、
▽

診
療
所
を
存
続
さ
せ
る
こ
と

が
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
に
な

る
、
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
す
る
、
▽
労
務
管
理
は
す

べ
て
書
類
・
記
録
を
残
す
、

▽
協
会
の
講
習
会
を
最
大
限

に
利
用
す
る
―
―
な
ど
新
規

開
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

た
。
そ
の
上
で
、「
ホ
テ
ル

の
よ
う
な
接
遇
よ
り
患
者
へ

の
十
分
な
説
明
が
大
切
」
と

力
説
し
た
。

　

春
藤
氏
は
診
療
方
針
に
適

し
た
物
件
選
び
や
開
業
資
金

調
達
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

た
。

き
る
の
も
魅
力
で
あ
る
」
と

力
説
し
締
め
く
く
っ
た
。

 

（
理
事
・
江
原
豊
）

ア
ド
バ
イ
ス
。
貼
薬
に
つ
い

て
は
、
難
治
性
の
再
根
管
治

療
で
は
治
療
中
にNaOCl

が

効
果
的
と
指
摘
し
た
。

　

根
充
は
、
根
尖
よ
り
２
㍉

ア
ン
ダ
ー
が
予
後
最
良
と
し

た
。
ガ
ッ
タ
パ
ー
チ
ャ
は
コ

ロ
ナ
ル
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
お
こ

る
た
め
、
根
管
口
か
ら
１
〜

２
㍉
ガ
ッ
タ
パ
ー
チ
ャ
を
除

去
し
て
コ
ア
を
作
成
接
着
す

る
と
感
染
予
防
と
な
る
と
解

説
し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

充
填
②
Ｘ
線
上
で
根
尖
か
ら

２
㍉
以
内
の
根
充
材
③
適
切

な
歯
冠
修
復
④
適
切
な
根
幹

治
療
―
―
な
ど
を
指
摘
。

　

難
治
性
の
歯
内
療
法
歯
の

場
合
、「
と
り
わ
け
適
切
な

根
管
治
療
が
重
要
で
あ
る
」

と
強
調
し
た
。
不
適
切
な
根

管
治
療
と
し
て
、
感
染
源
と

し
て
の
カ
リ
エ
ス
や
エ
ン
ド

三
角
の
残
存
が
多
い
と
指
摘

し
た
。

　

感
染
源
を
除
去
し
根
幹
清

掃
す
る
に
は
、
う
蝕
検
知
液

で
軟
化
牙
質
を
除
去
し
、
機

械
的
清
掃
と
化
学
的
清
掃
の

併
用
が
不
可
欠
で
あ
る
と
指

摘
。
化
学
的
清
掃
は
、

EDTA

とNaOCl

に
よ
る
交

12 月 度
生涯研修

歯
内
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

大
阪
市
東
部
・
南
部
・
北
部
地
区

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

疑
義
解
釈
で

社
保
講
習
会

訪
問
診
療
で
講
習
会
開
く

東
歯
大
・
阿
部
氏 

感
染
源
除
去
を
強
調

「
勤
務
医
時
代
に
自
分
の
弱
点
を

減
ら
す
努
力
を
」
と
語
る
大
野
氏

＝
２
０
１
６
年
12
月
６
日
、
保
険

医
会
館

組織部　新規開業セミナー

大野氏 接遇より患者への説明を

開業経験に学ぶ


